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研究成果の概要（和文）：本研究は，製品やサービスの物質的・金銭的価値ではなく，その使用や保有といった
経験が有する価値である経験価値を評価するための尺度を構築し，その有効性に関して検討を行うことを目的と
して実施された。その際，価値の高い経験を，個人にとって重要な意味をもつ自伝的記憶として対象化し，心理
学における記憶研究の手法を応用した。研究の結果，経験価値の高さは「満足」，「ギフト」，「アイデンティ
ティ」，「審美性」，「親密性」の5つで構成されることが示唆された。また，これらの因子で構成される経験
価値尺度の得点は，複数の関連する尺度と概ね仮説通りの相関関係がみられたため，基準関連妥当性が高いこと
が確認された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop a scale for evaluating experiential
 value, which pertains to the value of experiences such as usage and possession rather than the 
material or monetary value of products or services, and to examine its validity. In this study, 
valuable experiences were objected as autobiographical memories which had important meanings for 
participants and methodologies from memory research in psychology were applied. Results showed that 
the high experiential value consists of five factors: 'satisfaction,' 'gift,' 'identity,' 'aesthetic
 appeal,' and 'intimacy.' Furthermore, the criterion-related validity of this scale was confirmed 
because the hypothesized correlations with related scales were generally observed.

研究分野： 認知心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究で作成された自伝的経験に基づく経験価値尺度は，高い価値を有する経験が，重要な記憶として残る際の
要素に焦点を当てて作成された。このことにより，これまでの経験価値に関する議論においてその重要性が指摘
されながらも明確な測定対象としてされてこなかった，製品やサービスが顧客のアイデンティティの確立に寄与
する程度が測定対象として含まれることとなった。この因子を含む新たな経験価値尺度が作成されたことは，既
存のまたは新たな製品・サービスの有する経験価値を再評価することに貢献することが期待され，より価値の高
い商材の開発に寄与することが考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
経験価値とは，製品やサービスの物質的・金銭的価値ではなく，その使用や保有といった経験

が有する価値であるとされている。経験価値に関しては，Pine and Gilmore (1999)による経験
経済の提唱や，Schmitt(1999)による経験価値マーケティングの提唱などを端緒として，製品や
サービスの機能的価値が飽和しつつある産業界の要請もあり，学術的な研究の需要が高まって
いる。これらの指摘を踏まえ，経験価値を測定するための尺度が開発され (Mathwick, Malhotra 
& Rigdon, 2001)，その追試や応用展開もなされている。ただしこれまでの研究では，以下に示
す 2 つの点において充分な検討が行われているとはいえない。 
まず 1 点目として，多くの先行研究の尺度では，オンラインショッピング(Mathwick et al., 

2001)やアパレル店舗での消費経験(Varshneya & Das, 2017)などの，限定された領域における
消費活動における経験価値を測定することが前提とされているため，広く消費経験全般の経験
価値を比較可能なかたちで測定することが難しいという点が挙げられる。一部の研究では消費
経験を比較的限定せずに測定することを目的とした尺度も提案されているものの，基準関連妥
当性が検証されていないなど，その有効性が充分に示されているとはいえない。 

2 点目として，経験価値の高さについて，記憶の観点からの検討がなされていないという点が
挙げられる。価値の高い経験は，その経験の最中だけではなく，記憶として個人のなかで残り，
その記憶が価値を帯びるというかたちでも個人にとって有意義であることが考えられる。記憶
のなかでも，ライフストーリーを形成するような，個人にとって重要な記憶を自伝的記憶 
(autobiographical memory)という。経験価値が特に高い消費経験は，個人の人生における出来
事のなかでも重要なものであるため，自伝的記憶として想起されることが考えられる。しかしな
がら，これまでの研究では，価値の高い消費経験を，想起された自伝的記憶として検討されてき
ていない。 
 
２．研究の目的 
本研究では，参加者から価値の高い消費経験についての自伝的記憶を収集し，それを解析する

ことで，想起される消費経験全般の経験価値を測定する尺度を作成することを目的とする。その
ために，(1)まず予備調査において，参加者から価値の高い消費経験に関する自伝的記憶の内容
を自由記述で回答を求めるとともに，その性質について評価することを求める。これらの解析に
より，高い経験価値の性質が明確化されるとともに，自由記述内容を抽象化することで，経験価
値尺度の原版を作成する。つぎに，(2)研究 1 では，(1)予備調査で作成された経験価値尺度の原
版を用いて，大規模な調査を行い，その因子構造を明確化し，自伝的記憶に基づく経験価値尺度
を作成する。最後に，(3)研究 2 では，関連する様々な尺度との相関関係から，自伝的記憶に基
づく経験価値尺度の妥当性を検証する。なお，倫理的配慮として，いずれの研究内容もあらかじ
め研究代表者の所属機関における，「人を対象とする研究」に関する倫理委員会による審査を受
け，承認された上で行われた。 
 
３．研究の方法 
(1) 予備調査 高い経験価値についての自伝的記憶の収集および経験価値尺度原版の作成 
まず予備調査では，400 名の参加者からもっとも印象に残っている価値の高い買い物の経験を

想起し，価値が高い理由について自由記述すること，さらにはその経験の満足度などの評定を行
うことが求められた。その際，ここでの価値とは金銭的価値とは必ずしも一致するものではなく，
あくまでも参加者にとって価値が高かった経験を想起することが求められた。調査は調査会社
を通してオンラインで実施された。収集された自由記述内容について，テキストマイニングツー
ル(KH Coder)を用いて探索的に作成した共起ネットワークと抽出された単語も参照しながら，
合議により，類似度の高い項目や，連続変数として扱えない項目の削除および統合を行った。最
終的に 39 項目で構成された経験価値尺度原版を作成した。 
(2) 研究 1 自伝的記憶に基づく経験価値尺度の作成 
予備調査とは別の参加者 1000 名に対して，価値の高かった買い物の経験を想起し，その経験

の特徴を予備調査で作成した経験価値尺度原版 39 項目について 7(非常によくあてはまる)から
1(まったくあてはまらない)の 7 件法で評定することが求められた。調査は調査会社を通してオ
ンラインで実施された。これらの結果について因子分析を行い，21 項目で構成される 5 因子構
造が妥当だと判断した。 
(3) 研究 2 自伝的記憶に基づく経験価値尺度の妥当性の検証 
研究 1で作成された尺度と，関連する尺度との相関関係を検討することで，構成概念妥当性を

検証した。関連する尺度として，33 項目の経験価値尺度(森岡, 2018)， 18 項目の日本語版自伝
的記憶特性質問紙(山本他, 2021)， 8 項目の日本語版 TALE 尺度(落合・小口, 2013)，アイデン
ティティ尺度(下山, 1992)の下位尺度である“アイデンティティの確立”を測定する 10 項目が
用いられた。調査には，予備調査や研究 1に参加していない 600 名が参加した。調査は調査会社
を通してオンラインで実施された。 



４．研究成果 

(1) 予備調査 高い経験価値についての自伝的記憶の収集および経験価値尺度原版の作成 

想起された価値の高かった消費経験について，その満足度と価格について相関関係を検討し
た結果，相関関係はみられなかった。このことから，個人にとって価値の高い経験は，金銭的価
値とは独立している可能性が示唆された。また，その経験の特徴として，より価値の高い経験は，
経験の前後関係や時間情報，空間情報など，周辺的な情報も含めた想起が可能で，印象が良いこ
とが示唆された。また，高齢になるほど，高い経験価値の記憶がよりポジティブに評価されてお
り，ポジティブ優位性効果(Mather & Carstensen, 2005)がみられた。また，自由記述の結果を
テキストマイングすることで，出現回数の多い単語や単語間の関係性も検討しながら，研究者間
で合議を行い，39 項目で構成される自伝的記憶に基づく経験価値尺度の原版が作成された。本
研究成果の一部は，日本心理学会第 85 回大会で発表された。 
 
(2) 研究 1 自伝的記憶に基づく経験価値尺度の作成 
 得られた39項目を用いた評定結果
について最尤法・プロマックス回転
による探索的因子分析を行った。ス
クリープロットや解釈可能性も考慮
し，21 項目で構成される 5 因子構造
が妥当だと判断し(Table. 1: 猪股・
山本・荷方, 2021)，モデルの適合度
も許容範囲であることが確認され
た。第 1 因子は，経験が自己の希望
を満たす程度に関連するものである
ため「満足」とした。第 2因子は，経
験の贈り物としての性質に関するも
のであるため「ギフト」とした。第 3
因子は，経験が自我同一性の確立に
与える影響に関するものであった
め，「アイデンティティ」とした。第
4因子は，経験における審美的な要素
に関するものであったため，「審美
性」とした。第 5因子は，経験におけ
る他者とのポジティブな関係性への
影響に関するものであったため「親
密性」とした。 
これらの因子は，先行研究で指摘

された因子とほぼ一致していた。た
だし，「アイデンティティ」はこれま
でに指摘されていた社会的地位や社
会的認知に関する因子(Varshneya 
& Das, 2017)と類似しているものの，先行研究の尺度項目には自我同一性に対する影響につい
ては言及されてきておらず，本研究における自伝的記憶の分析によって新たに見出された因子
であると考えられる。本研究成果の一部は，日本認知心理学会第 22 回大会で発表された。 
 
(3) 研究 2 自伝的記憶に基づく経験価値尺度の妥当性の検証 
各尺度の得点から，相関分析を行い，Pearson の相関係数を算出した。関連すると考えられる

複数の尺度と，概ね仮説通りの相関関係が示されたため，自伝的記憶に基づく経験価値尺度の基
準関連妥当性が高いことが確認された。このことから，本研究課題で作成された自伝的記憶に基
づく経験価値尺度は，目的としている経験価値の高さを測定できることが示唆された。本研究成
果の一部は，日本心理学会第 88 回大会で発表することが確定している。 
 
(4) まとめ 
本研究課題では 3 つの調査を通して，自伝的記憶の内容に基づいて，新たな経験価値尺度の開

発および妥当性の検証を行った。開発された尺度は 5 因子 21 項目で構成されており，適合度の
高さと基準関連妥当性が確認されたことから，経験価値を測定する尺度として適切性があるこ
とが示唆された。開発された尺度は，何らかの具体的な消費経験を想定していないことから，広
く消費経験の価値の高さを測定することが可能になっている。さらに，本研究課題で作成された
尺度では，自伝的記憶における高い経験価値の特性を明確化したことで，記憶としての経験価値
の高さを構成する要素が示唆されたことになり，今後の価値創出に関する研究や，消費経験に関
する記憶についての研究に応用されることが期待される。 
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